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１１ さらにコンバージョンを獲得するために 

１１－１ さらなるヒントを得るための分析方法 

１１－１－１ 時間帯別レポートを確認する 

１１－１－２ 地域別レポートを確認する 

１１－１－３ ユーザー属性を確認する 

１１－１－４ IMA 検定おすすめの探索機能テンプレート集 

 

 

【１１ さらにコンバージョンを獲得するために】 

これまで IMA の階段理論に基づいてステップごとにウェブサイトの改善を説明してきま

したが、ここからはGoogleアナリティクスのデータを活用してさらにコンバージョンを獲

得していくための方法を学んでいきます。 

 

 

【１１−１ さらなるヒントを得るための分析方法】 

IMA の階段理論ではサイトを運営する上で課題や問題となっている点を発見し、改善を

行ってきました。さらにサイトの強みを活かしていくためのデータを探っていきます。 

 

 

【１１－１－１ 時間帯別レポートを確認する】 

時間帯別のアクセス状況を確認し、ユーザー数やコンバージョン数が多い時間帯を把握

しましょう。ここで得られたデータを広告の配信に活用していきます。 

時間帯別レポートで見るべき重要な指標は、ユーザー数とコンバージョン率です。 

コンバージョンに至っているユーザーが多い時間帯を特定し、その時間帯の流入数を増

やすことができれば、さらに多くのコンバージョンを獲得できる可能性があります。 

時間帯別のアクセス状況は、Google アナリティクスの探索機能で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

[探索機能で「空白」を選択後、以下の設定を行いましょう。] 
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ディメンション：時間 

指標：アクティブユーザー、ユーザー キーイベント レート 

 

ユーザー キーイベント レートの高い順に並べ替えると、以下の図のようなレポートが完成

します。 

 

 

 

「アクティブユーザー数が高くキーイベントレートの高い時間帯」、または「アクティ

ブユーザー数が少なくキーイベントレートの高い時間帯」については、さらに流入ユーザ

ーを増やすことでコンバージョン数を増やせないか検証します。 

 

ここで気をつけなければならないのは、キーイベントレートはアクティブユーザー数を

分母に計算しているため、極端にアクティブユーザー数が少ない時間帯はコンバージョン

率も他に比べて高くなる場合があります。なるべくアクティブユーザー数が同じくらいの
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時間帯同士を比較し、そのなかでもコンバージョン率の高い時間帯に着目するようにしま

しょう。 

キーイベントレートの高い順にデータを並び替え、コンバージョン率が高く、かつ一定

のアクティブユーザー数を確保している時間帯を見つけましょう。 

 

また、曜日ごとにコンバージョン率に違いがないかどうかも確認しておきましょう。

2024 年 12 月現在では、GA4 の探索機能に曜日を表示する機能がないため、日付ごとのコ

ンバージョン率を確認します。 

 

[探索機能で「空白」を選択後、以下の設定を行いましょう。] 

粒度：日 

指標：ユーザー キーイベント レート 

 

データを折れ線グラフで表示し、コンバージョン率に曜日ごとのトレンドがないか確認し

ます。 

下の例ではコンバージョン率がどの曜日でも一定ですが、曜日によってコンバージョン率

が大きく変わる場合などは、広告設定で曜日単位のスケジュール配信を設定しましょう。 

 

 

 

 

◆Google 広告での設定方法 
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管理画面左側のメニューから「広告のスケジュール」を選択することで、配信スケジュ

ールを設定することができます。少々手間がかかりますが、配信を行う時間帯・曜日をス

ケジューリングしましょう。 

 

 

 

曜日ごとの時間帯を選択したら一度保存し、入札単価を引き上げる時間帯・曜日を別枠

で作成します。 

（以下の例では日曜日の 19:00〜20:00 を、単価を引き上げる時間帯・曜日として設定） 

該当の時間帯の「入札単価調整比」をクリックし、そのスケジュールでどのように広告

の買い付けを行うか調整します。引き上げを 100%とすると入札単価は通常の 2 倍価格ま

で入札を行うことになります。予算を確認しつつ、何％までの単価引き上げを許容するか

を設定しましょう。 

 

 

保存を押したら完了です。 

 

◆Yahoo!広告での設定方法 
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キャンペーンの設定情報編集画面から曜日・時間帯のスケジュール設定ができます。 

配信される曜日・時間帯には色がつくようになっています。配信すべき時間帯が白色の

「配信しない」となってしまわないよう注意して進めてください。 

 

Google と同様に、曜日・時間帯の指定後に引き上げ率を設定します。 

 

 

 

設定が完了すると、指定した引き上げ部分の色が変化します。 

 

以上が、曜日・時間帯に絞った広告配信の最適化方法です。 

 

 

 

 

【１１−１−２ 地域レポートを確認する】 

次に地域別のアクセス状況を確認し、得られたデータを広告の配信に活用していきまし

ょう。ここでも、地域ごとにアクティブユーザー数とキーイベントレートを見ていきます。
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コンバージョンに至っているユーザーが多い地域を特定し、その地域からの流入数を増や

していくことができれば、さらにコンバージョンが獲得できる可能性があります。 

 

地域別のアクティブユーザー数とキーイベントレートは Google アナリティクスの標準レ

ポートで見ることもできますが、ここでは探索機能で確認する方法を紹介します。 

 

[探索機能で「空白」を選択後、以下の設定を行いましょう。] 

ディメンション：市区町村 

指標：アクティブユーザー、ユーザー キーイベント レート 

 

ユーザー キーイベント レートのタイトルをクリックすると、キーイベント率が高い順に並

び替えることができます。 
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レポート上部に表示されている平均値と比較してキーイベントレートが高いエリアは、

流入を増やすことでコンバージョン数を効率よく増やせる可能性があります。 

 

また、市区町村別でレポートを作成した場合、全国向けのサービスなどでは膨大な数に

なるため、「アクティブユーザー数が 100 以上の地域」などの条件で絞り込むと良いでし

ょう。探索レポートにフィルタをかけることで、対象の地域を絞り込むことが可能です。 

 

◆Google 広告での設定方法 

対象のキャンペーンをクリックし、サイドバーの「地域」から配信設定を行います。編

集ボタンをクリックし、配信を行う地域を入力しましょう。Google アナリティクスで計測

されている地域であれば、Google 広告でも同じように配信エリアを設定することができま

すが、その他のリーチ数が少ないエリアは対象地域として選択できない場合がありますの

でご注意ください。 

また曜日・時間帯と同様に入札単価調整をおこなうことができるため、全国に配信を行

いつつ、ターゲット地域のみ配信を強化するといった配信方法も可能です。その際は、タ

ーゲットエリアの追加に加えて、通常の配信を行いたい地域の入力も行なっておきましょ

う。ここでは、「日本」と「千代田区」を登録します。 

 

 

 

エリアの登録が完了した後に、入札単価の調整を行います。入札単価を調整したい地域

の「入札単価調整比」に数値を入力します。例えば、千代田区に対して「100%」の入札
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単価調整比を設定した場合、千代田区のユーザーに対しては設定している単価の 2 倍の金

額で入札することができます。積極的に配信したい地域に対しては、このように入札単価

調整比を設定するようにしましょう。 

 

 

 

◆Yahoo!広告での設定方法 

キャンペーンの設定情報変更画面から配信地域の設定ができます。この際、配信地域に

選択したエリアにのみ配信がされるため、通常配信を行うエリアの追加も忘れないように

しましょう。「+0%」をクリックすることで単価調整を行うことができます。 

 



                     

10 

Copyright©. General Incorporated Association IMA Laboratory.  

All rights reserved. 

 

 

以上が地域を絞った配信になります。 

 

 

【１１−１−３ ユーザー属性を確認する】 

次にユーザー属性に基づいたターゲティングにより、広告配信を最適化していきましょ

う。 

 

[Google アナリティクスで年齢層や性別のレポートを確認する場合、探索機能の「空白」

を選択後、以下の設定を行いましょう。] 

ディメンション：性別、年齢 

指標：アクティブユーザー、ユーザー キーイベントレート 
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仮に一定のセッションがありコンバージョン率が高くなっている層が「45-54 歳の男性」

であることが分かった場合、このユーザー属性に向けた広告配信設定を行っていきます。 

 

◆Google 広告での設定方法 

キャンペーンを選択し、オーディエンスから年齢と性別に対する入札単価調整を行うこ

とができます。ここでは、年齢と性別を掛け合わせた入札単価調整を行うことができませ

んので、別々に入札単価の調整を行いましょう。 
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あるいは「45-54 歳男性向け」広告グループを作成し、45-54 歳男性のみに広告配信を行

うことも可能です。新しい広告グループを 1 つ作成した後に、広告グループのオーディエ

ンス設定画面に遷移し、対象以外への配信を除外しましょう。このように設定を行うこと

で、「40 代 50 代の男性向けの転職情報を見る」のように、ユーザー属性を絞った広告文

を配信することも可能になります。 
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Google 広告はユーザーの閲覧履歴をもとに性別や年齢を推測しているため、正確に広告

配信を行えるわけではありませんのであらかじめご了承ください。また、Yahoo!検索広告

ではユーザー属性を絞った広告配信を行うことはできません。YDN などのターゲティン

グ広告では絞り込みを行うことができるため、そちらで属性データの利用を検討してみて

ください。 

 

以上が、ユーザータイプに絞った広告配信です。 

 

 

【１１－１－４ IMA 検定おすすめの探索機能テンプレート集】 

広告運用や Web サイト運用においては、訪問者が何を求めて Web サイトを見ているの

か、どんなデバイスでどこから流入したのかなど、さまざまなことを考える必要がありま

す。 

もちろん、すべてを知ることはできないため詳細については推測するしかありません。そ

のために役立つツールとして、Google アナリティクスがあります。 
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中でも探索機能は、より詳細なデータ分析ができるツールです。しかし、操作が難し

く、どのように設定すれば見たいデータを表示できるのか迷うことも多いでしょう。 

ここでは、IMA 検定がおすすめする探索機能の「テンプレート集」を紹介します。 

「ページ別」「参照元/メディア別」「デバイス別」という代表的なディメンションをもと

にユーザー行動を分析できるような設定になっています。 

テンプレートを使い、「ユーザーがどこから来て、どのページが見られ、ページの中でど

んな行動を取ったのか」を把握できるようにしておきましょう。 

 

● ページ別レポート 

このテンプレートは、特定のウェブページのパフォーマンスとエンゲージメントを分

析するために使用できます。例えば、ランディングページや製品ページがどれだけの

訪問者を引きつけ、それらの訪問者がどの程度の時間をそのページで過ごしているの

かを分析することが可能です。 

レポートで得た情報をもとに、ページのコンテンツやデザインの改善、コンバージョ

ンの向上に役立てることができます。 

 

[ディメンションの設定項目] 

・ページパスとスクリーンクラス 

 

[指標の設定項目] 

・アクティブユーザー 

・新規ユーザー数 

・エンゲージメント率 

・セッションあたりの平均エンゲージメント時間 
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● デバイスカテゴリ別レポート 

このテンプレートは、ユーザーがウェブサイトにアクセスする際にどのデバイス（デ

スクトップ、タブレット、モバイル）を使っているのかを明らかにします。 

どのデバイスからの訪問者が最もエンゲージメントを示し、コンバージョン率が高い

のかを判断するのに役立てましょう。 

デバイス別のデザイン調整や施策の内容を見直し、全体的なパフォーマンスを向上さ

せるための重要な情報源になります。 

 

[ディメンションの設定項目] 

・デバイスカテゴリ 

 

[指標の設定項目] 

・アクティブユーザー 

・新規ユーザー数 

・キーイベント 

・ユーザーキーイベントレート 
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・エンゲージメント率 

・セッションあたりの平均エンゲージメント時間 

 

 

 

 

● 参照元/メディア別レポート 

このテンプレートは、ウェブサイトへのトラフィックがどのソースから来ているのか

を特定するために使用します。検索エンジン、ソーシャルメディア、他のウェブサイ

ト、直接訪問などの流入チャネルごとに指標を比較し、マーケティング予算の最適化

や SEO 戦略の改善に役立てましょう。 

 

[ディメンションの設定項目] 

・セッションの参照元/メディア 

 

[指標] 

・アクティブユーザー 

・新規ユーザー数 

・キーイベント 

・ユーザーキーイベントレート 

・エンゲージメント率 
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・セッションあたりの平均エンゲージメント時間 
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本資料の一部あるいは全部について、一般社団法人 IMA研究所からの文書によ

る許諾を得ずに、いかなる方法においても無断で複写、複製することは禁止し

ます。 
 

 

 

 

 


